
た
、
山
田
光
胤
氏
ほ
か
漢
方
専
門
の
方
が
た
が
、
「
類
」
、
「
滴
」
、
「
狂
」
の

概
念
の
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
追
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

司
会
の
緒
方
富
雄
氏
は
江
戸
医
学
館
に
お
け
る
教
育
の
実
態
に
つ
い
て
質

問
を
く
り
か
え
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
具
体
的
な
こ
と
は
あ
ま
り
解
明
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
『
癩
澗
狂
辨
』
は
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
、
討
論
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
れ
は

わ
た
し
た
ち
の
精
神
科
医
療
史
研
究
会
が
明
治
古
典
会
で
入
手
し
た
も
の

で
、
ほ
と
ん
ど
の
用
紙
は
「
医
学
館
」
と
は
い
っ
て
い
る
罫
紙
で
あ
る
。
今

後
各
位
の
協
力
を
え
て
、
こ
の
内
容
の
充
分
な
解
明
に
努
力
し
た
い
。（

自
抄
）

蘭
医
ボ
ン
。
へ
と
日
本

宮
永
孝

ポ
ン
。
へ
書
簡
の
多
く
は
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
弁
務
官
（
ド
ン
ヶ
ル
・
ク
ル

チ
ウ
ス
）
と
バ
タ
ピ
ア
の
総
督
に
宛
て
て
出
し
た
も
の
か
ら
成
っ
て
い
る
。

ボ
ン
。
へ
書
簡
の
現
物
は
ハ
ー
グ
の
国
立
文
書
館
に
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
と
っ
た
も
の
が
東
大
の
史
料
編
纂
所
に
あ
る
。
今
回
、

解
読
で
き
た
の
は
、

一
一
八
五
七
年
（
安
政
四
）
の
分
が
九
通

二
一
八
五
八
年
（
安
政
五
）
の
分
が
十
一
通

三
一
八
五
九
年
（
安
政
六
）
の
分
が
十
二
通

の
、
計
三
十
二
通
で
あ
る
。

そ
の
外
、
ポ
ン
・
ヘ
が
バ
タ
ピ
ア
の
「
国
立
医
薬
貯
蔵
所
」
、
、
詞
檮
碗
冒
秒
‐

噌
圃
日
ぐ
ゅ
ロ
鴨
月
の
吻
目
佳
堅
ｇ
に
宛
て
て
出
し
た
、
薬
と
医
療
品
の
注
文
書

も
何
通
か
解
読
で
き
た
。

ボ
ン
。
ヘ
が
長
崎
を
発
ち
、
帰
国
の
途
に
つ
い
た
の
は
、
一
八
六
二
年
（
文

久
二
）
十
二
月
一
日
（
和
暦
九
月
十
日
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
八
六
○
年

（
万
延
元
年
）
か
ら
一
八
六
二
年
（
文
久
二
）
十
二
月
ま
で
の
期
間
に
出
し

た
書
簡
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
見
当
ら
な
い
。
日
本
滞
在
中
の
最
後
の
二
カ

年
間
分
は
、
閲
読
で
き
な
か
っ
た
。

ボ
ン
・
へ
書
簡
の
中
に
は
、
史
料
的
な
価
値
が
高
い
も
の
と
、
そ
う
で
な
い

も
の
が
あ
る
。
が
、
多
少
と
も
お
も
し
ろ
い
内
容
の
も
の
だ
け
に
つ
い
て
述

べ
て
承
る
。

ボ
ン
。
ヘ
が
長
崎
に
着
い
た
の
は
、
一
八
五
七
年
（
安
政
四
）
九
月
二
十
一

日
の
夜
の
こ
と
で
あ
る
が
、
書
簡
か
ら
考
察
す
る
と
か
れ
は
す
ぐ
フ
ァ
ン
・

デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
医
師
と
交
替
し
そ
の
す
ま
い
に
入
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
ボ
ン
。
へ
は
一
カ
月
以
上
も
、
ヤ
パ
ン
号
（
の
ち
の
威
臨
丸
）
の
艦
内
で

暮
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
八
五
七
（
安
政
四
年
）
十
月
二
十
四
日
付
の
書
簡
は
、
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・

プ
ル
ッ
ク
か
ら
薬
や
医
薬
品
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
が
書
類
の
フ
ァ
イ

ル
や
手
紙
類
は
一
切
渡
し
て
も
ら
え
ず
、
ま
た
住
居
も
空
け
な
い
の
で
、
難

渋
し
て
い
る
旨
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

一
八
五
八
年
（
安
政
五
）
八
月
二
十
六
日
付
の
書
簡
は
、
ア
ジ
ア
・
コ
レ

ラ
が
発
生
し
た
た
め
に
、
薬
を
多
量
に
請
求
し
て
い
る
。
翌
一
八
五
九
年

（
安
政
六
）
六
月
十
日
付
の
書
簡
の
中
で
は
、
シ
ナ
の
蛭
（
ひ
る
）
を
五
千

三
百
び
き
購
入
し
て
欲
し
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
ボ
ン
・
へ
は
「
日
本
の
蛭
よ

り
も
、
シ
ナ
の
そ
れ
の
方
が
、
体
も
大
き
く
、
よ
く
血
を
吸
う
。
長
崎
で
は

日
本
の
１
－
４
の
値
段
で
購
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

／”戸､
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次
は
調
査
報
告
Ｉ
。

長
崎
の
人
は
ｏ
８
品
冒
号
圃
日
画
員
の
こ
と
を
、
「
早
業
活
版
師
ゲ
・
イ

ソ
ド
マ
ゥ
ル
」
と
か
「
イ
ン
ド
マ
ウ
ル
」
と
呼
ん
だ
。
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル

は
、
わ
が
国
で
は
単
に
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
術
を
日
本
人
に
伝
授
し
た
人
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
〕
が
、
実
は
か
れ
は
第
二
次
海
軍
派
遣
隊
の
看
護
兵
で
も
あ

っ
た
。「

軍
籍
簿
」
に
よ
れ
ば
、
一
八
三
一
年
（
天
保
二
）
九
月
二
日
、
ユ
ト
レ

ヒ
ト
に
生
ま
れ
た
．
残
年
は
不
詳
〕
一
八
五
○
年
四
月
二
十
七
日
ｌ
二
等

砲
兵
に
任
じ
ら
れ
、
翌
一
八
五
一
年
八
月
十
五
日
に
い
っ
た
ん
除
隊
。

一
八
五
七
年
（
安
政
四
）
二
月
六
日
ｌ
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
お
い
て
三
年

契
約
で
〃
看
護
兵
″
凶
鳥
ｇ
ｏ
層
画
閉
ｇ
と
し
て
雇
わ
れ
、
ヤ
パ
ン
号
に
派

遣
さ
れ
た
．
バ
タ
ビ
ア
ま
で
カ
ツ
テ
ン
デ
ィ
ー
ヶ
ら
海
軍
派
遣
隊
に
同
行
し

た
が
、
一
行
よ
り
一
足
お
く
れ
て
来
朝
。

一
八
五
七
年
（
安
政
四
）
十
一
月
一
日
か
ら
一
八
五
九
年
（
安
政
六
）
十

二
月
一
日
ま
で
日
本
に
滞
在
し
た
。
記
録
に
は
た
だ
「
日
本
人
に
教
え
る
た

め
に
出
島
に
滞
在
し
た
」
と
あ
る
。
長
崎
が
コ
レ
ラ
に
襲
わ
れ
た
と
き
、
そ

の
撲
滅
に
尽
し
た
が
、
ボ
ン
。
へ
は
そ
の
功
績
を
た
た
え
「
か
れ
が
一
層
仕
事

に
精
を
出
す
よ
う
、
ま
た
そ
の
功
労
に
対
す
る
ほ
う
び
と
し
て
功
労
賜
金
を

出
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
（
一
八
五
九
年
七
月
十
日
付
、

ド
ン
ヶ
ル
・
ク
ル
チ
ウ
ス
宛
書
簡
）
と
述
べ
て
い
る
。
離
日
後
、
蘭
領
東
イ

ン
ド
に
赴
く
。
一
八
六
○
年
（
万
延
元
年
）
四
月
十
五
日
ｌ
除
隊
。
こ
の

年
二
十
九
歳
〕
そ
の
後
、
ど
こ
で
何
を
や
り
、
ど
う
暮
ら
し
た
か
に
つ
い
て

は
わ
か
ら
な
い
今

長
崎
養
生
所
の
設
計
者
ト
ロ
イ
エ
ン
、
ボ
ン
。
へ
終
え
ん
の
地
に
鰯
し
て

尾
本
凉
海
に
つ
い
て

田
崎
哲
郎

尾
木
凉
海
に
つ
い
て
最
初
に
記
述
し
た
の
は
、
長
与
專
斎
だ
っ
た
。
『
松

香
私
志
』
（
明
治
三
五
年
、
長
与
弥
吉
刊
）
に
、
適
塾
か
ら
長
崎
へ
来
た
折
、

尾
本
宅
に
寄
寓
し
て
、
そ
こ
か
ら
ボ
ン
・
へ
の
誰
義
を
聞
き
に
通
っ
た
旨
記
し

て
い
る
．
同
書
附
録
の
「
旧
大
村
藩
種
痘
の
話
」
で
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八

四
九
）
モ
ー
ニ
ッ
ヶ
の
牛
痘
種
痘
成
功
の
報
が
大
村
に
つ
く
と
、
尾
本
は
専

斎
の
妹
等
を
連
れ
て
、
長
崎
へ
向
っ
た
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。

次
に
尾
本
に
言
及
し
た
の
は
山
路
弥
吉
（
愛
山
）
編
『
台
山
公
事
蹟
』
（
大

正
九
年
、
田
川
誠
作
刊
）
だ
っ
た
。
大
村
藩
主
大
村
純
熈
と
尾
本
の
関
係
に

触
れ
、
七
頁
余
り
の
尾
本
の
談
話
筆
記
も
収
め
て
あ
る
。
つ
い
で
深
川
晨
堂

『
大
村
藩
の
医
学
』
（
昭
和
五
年
、
同
出
版
会
）
は
、
山
路
の
著
に
加
う
る
に

尾
本
家
を
継
い
だ
尾
本
安
次
郎
の
談
話
や
当
時
ま
だ
残
っ
て
い
た
史
料
に
よ

っ
て
、
尾
本
に
一
項
を
立
て
て
記
し
て
い
る
。
尾
本
は
私
の
居
住
す
る
豊
橋

の
出
で
あ
り
、
現
存
す
る
若
干
の
履
歴
な
ど
も
参
考
に
経
歴
を
略
述
し
た

い
。

尾
本
家
の
医
の
初
め
、
凉
海
の
祖
父
喬
（
玄
格
）
は
三
河
国
幡
豆
郡
平
坂

（
現
西
尾
市
）
の
郷
士
の
子
で
、
医
を
学
び
、
後
吉
田
（
豊
橋
）
で
開
業
し

た
。
凉
海
は
そ
の
孫
で
、
公
同
と
も
い
っ
た
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
八

月
の
生
れ
で
あ
る
。

「
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
丙
申
三
月
三
河
國
田
原
藩
鈴
木
春
山
二
從
テ

始
テ
西
洋
醤
學
ヲ
學
フ
可
三
年
同
十
年
己
亥
東
都
一
一
遊
學
シ
、
大
槻
俊

は
、
ま
た
の
機
会
に
ゆ
ず
り
ま
す
。
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